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1 身体的暴力の連鎖
ギャラハー Gallagherは、ピップ Pipがディケンズ Dickensの他の作品
の主人公と異なり、家庭を通じて何も問題を受け継いでいないとし、 「私の父
の過去が私に何のかかわりがあるか Whathas皿yfather's past to do with 
皿e? (179）」 という問いかけが、ディケンズの作品において初めて関われな
かったとする。そして世代聞の影響の欠如という点で、 『大いなる遺産』 The
Great Expectationsをディケンス作品の一種の例外とみなそうとしている。だ
が、呆たしてそうなのだろうか。ピップの置かれた現実は、 「父の過去と何の
関係もないJのだろうか。この小論での見方に従えば、ピップの父の過去はピ
ツプの現在と深く関わっており、他の作品同様『大いなる遺産』においても「父
の過去Jが決定的な影響力を及ぼしているように見えるのである。
幼い日のピップは、姉からの絶えまない暴力を受けおびえて暮らしている。
作品官頭で、ピップが父母の墓の前に震えながら立って、幼すぎて生前には直
接知ることの出来なかった父母の姿を思い描こうとするという事実が、不在と
なった過去への逃避を願わざるを得ない程に過酷な、現在の状況を浮き彫りに
する。しかしその深刻な状況は、 「くすぐり棒 Tickler(28）」や「結婚にお
けるミサイノレ connubial皿issile(29)Jなどと言ったディケンズ一流のユーモ
アによって事実上覆われてしまっており、その悲惨さは、なかなか見てとりに
くいものとなっている。自分の受ける絶え間ない暴力について、ピップ自身は
次のように感じていた。
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I had known, from the time when I could speak, that皿ysister, 
in her capricious and violent coercion, was unjust to me. I had 
cherished a profound conviction that her brmgmg me up by 
hand, gave her no right to bring me up by jerks Through al皿y
punish皿ents,disgraces, fasts, and vigils, and other penitential 
performances, I had nursed this assurance, and to my 
凹 mmunicatingso much with it, in a solitary and unprotected 
way, I m great part refer the fact that I was morally timid and 
very sensitive (76) 
直接には記憶のない父母を追慕することで、姉の暴力という耐えられない現
実から逃避しようとするピップ。墓地に立つピップの姿を描く冒頭の場面には、
無力な存在に加えられる絶え間ない暴力という主題と、そして実のところ、そ
の暴力の連鎖という問題が二つながら同時に表現されているのである。ピップ
の姉の暴力の深刻な状況は注視しなくては、理解するのが難しいものかも知れ
ない。しかし姉による暴力は実のところ、単にピップ一人の苦悩の源であるだ
けでなく、姉自身にとっても、その夫ジョー Joeにとっても非常に重要な意
味を持つものであり、同時に作品世界の重要な骨格を成すものなのである。当
のピップが直には知らず、直接知らないが故に現実からの逃避の対象として憧
慢する父母の状態は、実のところ、彼が置かれた現在を読み込めば推測可能な
ものとして描きこまれているように思われる。そしてその推測が正しければ、
この小説の世界において暴力の脅威にさらされたのは、彼一人だけではなかっ
たと考えられるのである。
ピップの両親を直接知る、幼くして死ななかったピップ以外の唯一の子供、
すなわちピップの姉が何を経験したか。それは小説には、直接言及されること
はほとんどないと言って良い。ちょうど、彼女の名前が実の母と同じである
(431）ことが言及されるのが、彼女自身の死後一度きりであるのと同様、夫
にとっても弟にとっても、彼女は常にジョー・ガージエリー夫人 Mrs.Joe 
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Gargeryであって、その実の名前が口にされることはない。その事が指し示し
ているのは、この小説において彼女に関わることは、ほとんど抑圧の対象であ
るかのように、直接叙述されることがないという事実である。
その抑圧された、彼女が実際に経験したが、語られない歴史を推測する手が
かりとなるのは、彼女の結婚相手であり、同時にピップの全く無力な庇護者で
もあるジョー・ガージエリーの経験した結婚前と結婚後の家庭に関しての歴史
である。ジョーは、血のつながりのない義理の弟ピツプへの同情心を持ちなが
ら、自の前で絶えず苛められ暴力に晒されている義弟を、無力なまま眺める事
しかできない。彼自身も妻からの暴力の対象であるが、暴力を振るう妻を諌め
ることも制止することも出来ないのである。
その理由はしかし、身体的に妻を制する力がないからではない。後に妻と詩
いを起こす徒弟オーロック Orlickに対して敢然と示すように、身体的には男
性をすら制圧する事が出来る十分な力を有している。彼はただ、妻を前にした
ときにのみ無力な存在となって、その暴力を制止出来ないのである。
物語の最終部分、すでにピップは成年に達し、姉が亡くなり、ジョー自身ピ
ディ Biddyと幸せな再婚をすることが決まっている段階になってジョーが行
う、ピップへの暴力を止められなかった理由の説明はこういうものだ。ピップ
を庇って姉を制止すれば、かえって姉の暴力がさらに激しくなったため、あえ
て暴力を放置していたと言うのである（426）。このジョーの説明では、作品
全体に広がっているように見える暴力の因果は浮かび上がってはこない。この
説明に従えば、ジョーは、姉による暴力のさらなる悪化を防ぐという、ごく当
然の理由で姉の暴力を容認していたことになる。
しかし、ピップが現に虐待されていた時点では、より踏み込んだ説明が彼自
身によって為されていた。ジョーからまだ幼いピップに与えられた説明はこう
であった。
And last of al, Pip and this I want to say very ser10us to you, 
old chap - I see田皿uchm my poor mother, of a woman 
drudgmg and slaving and breakmg her honest hart and never 
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getting no peace in her血ortaldays, that I’m dead afeerd of going 
wrong in the way of not doing what ’s right by a woman, and I'd fur 
rather of the two go wrong the t'other way, and be a httle 
il!-conwenienced myself. (64) 
この時点で、ジョーは自分自身が少年時代に受けた暴力が、成人後の彼と妻
との関係、に影響している事を認めている。ジョー自身、父親の暴力に悩まされ
て育ち、暴力を振るわれる母を見て育った。その結果、彼は自分自身の妻への
暴力の可能性を恐れるようになったというのである。飲んだくれの父親は、ジ
ョーとその母親に暴力を絶え間なく加え、耐えきれず逃げた二人を追い回した
(61）。ジョーはそのために学校にまともに通うことも出来ず、読み書きも出来
ないまま鍛冶屋の徒弟となって、父親と、その暴力のもう一人の被害者である
無力な母を、 人で支える役割を果たすことになった。そういう家庭に関する
歴史を持って、彼はピップの姉を配偶者として選んだのである。
ジョーのこの説明によれば、母親が父親からの暴力の対象だったことで、女
性への暴力に、ある種の心理的な嫌悪感を感じており、また自分自身が暴力を
振るう存在になることを恐れているが故に、姉の暴力を制止しないのだという
ことになる。この説明は、最初の説明に較べれば、ずっとリアリティを持った
ものだが、彼自身がピップの姉から暴力を受けるまま、幼いピップへの暴力を
制止も出来ないという、ある意味で暴力に対して麻癒したような彼の現実を説
明するのには十分ではないようにも見える。
ジョーのような虐待の犠牲者だった歴史を持つ人物には、自分の経験を直視
し言語化出来ない心理的な抵抗があると考えるのが自然な事で、丁度時聞がた
った後の説明とピップが幼い時期にした説明との聞に蹴蹄があるように、ジョ
ー自身が心理的抵抗により、意識化出来ていない理由があると考えるべきであ
る。すなわち、ジョーが、身体的には強壮でありながら、何故姉の暴力に対し
幼いピップ同様に無抵抗なのか、その理由は、彼がまさに暴力の前で、幼いピ
ップと精神的に同様の状態になっているからだと考えられるのである。ジョ｝
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は、彼の見た家庭内の暴力の場面において、父の役割を果たすことに嫌悪を覚
えた結果、虐待される母と自分を同一視してしまい、その結果幼い彼を苛んだ
父の姿を初梯とさせる姉の暴力の前で、ピップと同様の無力な存在になってし
まっているのである。
ピップへの暴力を制止しなかったのは、制止すれば暴力がより酷くなるから
だというのは、彼の中での、いわば過去に経験した暴力への恐怖が合理化され
抑圧された説明に過ぎない。あるいはそれは、彼が父の死後その墓石に刻み込
もうとしていた碑文に思い描いたように、暴力を振るい続けた父が「本当は心
の底では善人だった he were that good in his hart (62）」と信じたかったのと
同様に、彼にとって父の亡霊である姉についても、同じように信じたかったと
いう事なのかも知れない。いずれにせよ、ピップの姉が暴力を振るう家庭にお
いて、ピップとジョーとは「共通の受難者 fellow-sufferers(28) Jだったとい
う小説の説明を、読み手は文字通りに受け取るべきだという事である。
明示されているとは言い難い、ジョーの少年時代の家庭に存在していた暴力
が結婚後の家庭での暴力に与える影響。この世代を超えた暴力の連鎖を意識し
た時、読み手にはもう一つの、描かれることのない前世代での家庭内暴力の状
況を、読み取ることが可能となる。ジョーが父の暴力によって暴力を嫌悪し、
暴力の前で萎縮する現在のジョーとなったのなら、ピyプの姉が、絶え間ない
暴力を振るう存在となった事に、彼女を育てた家庭が大きな影響力を持ったと
考えてしかるべきだという事である。ピップに対しての姉の絶え聞ない暴力に
ついて、結婚生活を送るのに邪魔な存在だったためだ、というような説明がな
されることがあるが、ジョーのピップへの愛情を考えれば、その説明は全く意
味をなさない。姉は、明らかに彼女自身の内的な原因に基づいて、ピップや夫
に暴力を加えているのである。そして、彼女に時折、ピップやジヨ｝が言って
いないことを耳にし、ピップやジョーの姿が複数に見えていた可能性すらある
(29）事にも注目しでも良いかも知れない。小説が描くことを拒む、ピップの
姉とその父母との生活の現実は、問題を苧んだ姉の現在から推定することが可
能であり、それはジョーの辿ってきた過去と現在の関係によって補強される。
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すなわちピップの姉自身が、父親もしくは母親（あるいはその両方）から、恒
常的に暴力を振るわれていたという過去である。
ジョーが被害者である母親と自身を同一視しているのとは逆に、姉は恐らく
無意識的に虐待者である父もしくは母（またはその両方）と自己を同一視する
に至り、それ故に強迫的にピップに対して暴力を振るう存在となってしまって
いると考えるのが、物語の世界に埋め込まれた暴力の連鎖という構造を意識し
た読解と言うことになる。姉が、過去の被虐待経験故に虐待者となったのだと
考えれば、オーリックから襲撃を受けた後の、一見不可解とも唐突とも見える
急な彼女の態度の変化を説明することが可能となる。自分に暴力を加えた事が
強く推測されるオーリックに対して、彼女は次のような態度を取る。
She watched his [Orlick’s] countenance asぜshewere particularly 
wishful to be assured that he tnok kindly to his reception, she 
showed every possible desire to conc1hate him, and there was an 
air of humble propitiation in al she did, such as I have seen 
pervade the bearmg of a child towards a hard master. (129) 
姉は何故融和的とも、追従的とも言えるような態度を取るのか。彼女のこの
ような変化は、少女時代に彼女がさらされたかも知れない暴力を想定せずに説
明するのは困難であるように思われる。ピップの姉は、虐待者である親と自分
を同一視し、弱者である夫と弟には「支阻者皿aster-mind(64）」として振る
舞っていたが、自分への暴力の経験を経て、再度、彼女がそうであった被虐待
者の立場へと回帰した。襲撃後のオーリックへの彼女の態度こそが、少女時代
の態度そのものだったと推定される。カある者へのこのような追従的な態度は、
ジョーの叔父である裕福な商人パンブノレチュック Pu皿blechookへの彼女の
態度にも通底する。暴力であれ金銭であれ、力を持っている存在に対しては、
姉は追従者としてしか振る舞えない。そして弱者に対しては、虐待者にしかな
れない。虐待を受け続けたことで、彼女にとって人間関係は、力を通しての従
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属か支配かの二種類しか存在しなくなっている可能性がある。物語の最後に至
るまで姉の名前は秘められ続け、ょうやく最後になって明示され、それが死ん
だ母親と同じであった事が明かされる小説のからくりは、彼女という存在が、
家庭内暴力の因果関係を示す指標である事を示す小説の技巧の一部だったのか
も知れない。いずれにせよここまで見てきた、読み手の推測に任された、作品
世界の言わば影の部分を想定に入れるならば、ピップの「父の過去」は、ただ
表面上、不可視となっているに過ぎず、姉による暴力という形で、ピップの現
在に顕現し続けていると考えるのが適当であるように恩われる。
2 非身体的暴力とセクシュアリティ
少なくともピップの親の世代に遡ると考えられる暴力の因果は、ピップの代
理としてのオーリックによる姉の襲撃へとつながっていく。姉に対してのオー
リックの暴力の中に、自らの関与を意識せざるを得ないほど（125）、ピップ
の中で姉の暴力に対しての怨恨が蓄積していた。このような身体的な暴力の連
鎖の可能性は、ピップ周辺の労働者階級の領域だけにとどまってはいない。エス
テラ Estellaがドラムノレ Drummleと結婚すると聞いたジャガーズ Jaggers
は、ドラムノレがエステラを制圧するために暴力を振るう可能性を示唆する
(357）。ピップは、ドラムノレもそこまで下劣ではないと反論するが、読み手
は、当時の社会の現実のあり方については、当然ピップでなくジャガーズを参
照すべきである。中産階級、もしくは上流階級周辺においても、家庭内で暴力
が存在していた可能性について、ディケンズはジャガーズにそのように言わせ
る何らかの根拠を持っていたのではないか、と推測される。
しかしながら、比較的単純な身体的暴力が果たして中産階級に浸透している
のかどうかは、この小説の最終的な関心ではないことは言うまでもない。ピップを
最絡地点として継承されてきた身体的暴力の連鎖とは別にコンベイソン
Co皿peysonに発し、ハヴィシャム Havisha血夫人を経由して、さらにエステ
ラを通しピップに到達するもう一つの暴力の連鎖が存在する。この小説の中で
は、身体的と非身体的二種類の暴力が、互いを照らし出すように存在している
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ように見える。主にピップの身体に個別に加えられる直接的暴力とは明らかに
異なった、しかしある意味で暴力と呼ぶしかないものとは何か。ハヴィシャム
夫人の運命を思い浮かべれば、非身体的暴力が何を指すのか、あるいは言を待
たないとも思えるが、念のためにピップがエステラから決定的な精神的暴力と
して加えられた侮蔑を受けた後、どのように反応したかを次に見ておく。
But, when she was gone, I looked about皿efor a place to hide血y
face in, and got behind one of the gates in the brewery・ lane, and 
leaned皿ysleeve against the wall there, and leaned皿yforehead on 
it and cried. As I cried, I kicked the wall, and took a hard twist a七
皿yhair; so bitter were my feelings, and so sharp was the smart 
without a name, that needed counteraction (75) 
手でなく言葉を通して与えられながら、ピップに壁を蹴り、髪の毛をつかむ
程の身体への反応を引き起こした「名付けようのない痛みJ。これが、今問題
にしようとしている非身体的な暴力の与えるものである。エステラからピップ
が受けたこの痛みの描写の後には、この小論の冒頭に引用した、姉によってピ
ップに加えられ続けた身体的な暴力についての不満が続く。精神に加えられた
痛みと身体に加えられた痛み。この二つが、この作品世界においては同一平面
上に置かれているように見える。
さて、この物語では、繰り返し手の存在が注目されている事は周知の通りで
ある。ピップは姉から「手によって」育てられ、エステラからその手が「粗野
であるJとして噸笑される。この手がマスターベーションを示唆するというコ
ーエン Cohenの指摘は、刺激的かっ洞察力に満ちたもので、ピップがその内
部に抱える過剰とも見える罪悪感を能く説明するものとなっている。しかし他
にも様々な形で広がっているように見える手の問題を、マスターベーションと
いう狭い意味でのセクシュアリテイと罪悪感の問題に限定してしまうと、たと
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えばエステラの母モリー Mollyの「手による」殺人という行為、あるいは姉
によるピップへの虐待、その他様々な暴力との関係が不分明になってしまい、
小説が明らかに意図している暴力の連鎖への理解が掘り下げられないままに終
わってしまうように恩われる。手の暗示するセクシュアリテイは、この後に見
るように、明らかに暴力性と結びついており、さらに言えば、その暴力と結び
ついたセクシュアリティはピップや7 グウィッチ Magwitchに紳士になり紳
士を作るという大いなる期待を抱かせたこととも結びついているように思われ
る。
まず見ておきたいのは、精神的な暴力とセクシュアリティの関係である。エ
ステラのピップへの「粗野なJ手に対しての指摘が、ピップのセクシュアリテ
ィを値踏みするような意味での一種の精神的な暴力だと考えると、そのような
セクシュアリティをめぐっての非身体的暴力への志向は、ハヴィシヤム夫人か
らエステラが植え付けられたものである。身体的暴力同様、精神的暴力もまた、
この小説においては連鎖していくものとして存在している。ハヴィシャム夫人
がコンベイYンから、結婚式の当日に受けた深い感情的結びつきに関わる精神
的暴力が、その養女であるエステラへ、そしてエステラを経由してピップへと
伝染していく。
ハヴィシャム夫人が行ったエステラから心臓（心情） he紅色を切除するのに
も似た行為が、エステラを将来彼女が受けるかも知れない暴力から守るための
ものだったという事を理解する必要がある。無論ハグィシヤム夫人が防ぎたい
と考えているのは、ジャガーズが示唆したような男性からの身体的暴力ではな
く、彼女の時間を止めた精神的な暴力の方である。彼女の経験によれば、男女
の究極の親密性に近づく者は誰でも、現実に彼女がそうなったように徹底的に
傷つけられてしまう恐れがある。そのような親密性に潜む暴力によって傷つけ
られる可能性をなくすためには、男性への親密性を願うが故に、自らを暴力に
さらしかねない器官、すなわち心4蔵（心情）が切除されなくてはならない。ヴ
ィクトリア朝の要請する性的抑圧によって、繰り返しこの作品の中でエステラ
の心臓と呼ばれているものは、より適切には、エステラの男性への欲望、彼女
のセクシュアリティに関わる器官を指し示していると考えられる。彼女が心臓
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を持たない存在とされてしまうのは、一種の焼曲語法であって、実際には女性
としての彼女のセクシュアリティを担う器官こそが、切除されるべきものとさ
れているのである。
このようなセクシュアリティの抑圧という観点から見ると、エステラの運命
は、『リトノレドリット』 LittleDorritのアーサ－ Arthurの運命と酷似してい
ることが判る。ハヴィシャム夫人同様、性的親密性から排除されたクレナム
Clennam夫人は、その男女聞の親密性に傷つき、夫の裏切りと婚外妊娠で生
まれた夫の愛人の子供であるアーサーに顕現しかねない男女聞の性的な親密性
を可能にした萌芽をつみ取ろうと、性を罪深いものと教え込み、徹底的にアー
サーのセクシュアリティを抑圧する。その結果、アーサーは一種の性的欲望の
麻庫を経験するに至り、自分の恋愛心を常に性的な罪深さと結びつけることに
よって抑圧の対象としてしまう。愛する女性への恋愛心を繰り返し押さえつけ
た結果、彼の中の名付けられぬ欲望、ノーハデイは消え去ってしまうことにな
る（329）。
クレナム夫人が目撃し、彼女に「名付けられぬ痛み」を残したものと、ほぽ
同じ経験をハヴィシャム夫人もしている。彼女の経験はより劇的で、結婚の当
日に別れを告げられるというものだったが、その本質は、タレナム夫人同様の
ものだと考えられる。すなわち、そこから自分が徹底的に排除された男女の究
極の親密性を目撃したということである。性的な親密性を目撃し傷ついた女性
が、次の世代がその暴力にさらされないよう、性の親密性を経験するのに必要
な部分の抑圧を強いる。この二人の女性の行為は、根本的に同ーの行為である
ように見える。（註1)
二人の女性に衝墜を与えたもの。彼らの心に「名付けられぬ痛み」を残した
もの。さらに彼らに、その痛みの恐れから、それぞれに委ねられた次の世代か
ら、そのセクシュアリティの能力を除去してしまおうとずら願わせたもの。そ
れは、男女の究極の親密性の中に存在していると、ディケンズが考えているら
しい一種の暴力性であったように恩われる。ピップの父母、ジョーの父母、そ
してコンベイYンとその妻。さらに7 グウイッチとエステラの母モリー。男性
と女性が親密に他者を排除して結びっく時、そこには常に暴力が存在する。ハ
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ヴィシャム夫人とクレナム夫人が目撃したものは、そのような暴力と深く結び
ついた性的な親密性であった。殴り殴られる関係。あるいはそリーとマグウィ
ッチの関係に見られたような、嫉妬による殺人へとすら、つながりかねない究
極の暴力がその親密性の中には存在しているように見える。
『大いなる遺産』において、暴力とセクシュアリティとが緊密に結びついて
いる事を暗示しているように見えるのは、オーリックとジョーの自分を巡る対
決を目撃するピップの姉の姿である。オーロックから繰り返し挑発され、それ
に半ば意識的に便乗するように自らを「楠瀬Jとしての興奮の頂点へと準備し
始めた姉はやがて、次のような状態に陥る。
Here皿ysister, after a fiむofclappings and screa皿ings,beat her 
hands upon her bosom and upon her knees, and threw her cap of, 
and pulled her hair down which were七helast stages on her road 
to frenzy. Bemg by this time ・a perfect Fury and a complete success, 
she made a dash at the door, which I had fortunately locked. 
(120-121) 
その後、姉の間接的な要請に応える形で、ジョーがやむなくオーリックを制
圧した後の光景が伝えるものが、ピップの視線から描かれている。
Then, Joe unlocked the door and picked up皿ysister, who had 
dropped insensible at the window (but who had seen the fight first, 
I think), and who was carried mto the house and laid down, who 
was reco皿皿endedto revive, and would do nothing but struggle and 
clench her hands in Joe’s hair, Then that singular calm and silence 
which succeed al uproars; and then with the vague sensation 
which I have always connected with such a lull -·na皿ely，色；hat•七
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was Sunday, and somebody was dead －一 Iwentupst回目todress 
皿yself.(121) 
グィクトリア朝という時代全体が、セクシュアリティにとりつかれ、その監
視に躍起になっていた時代である事を知る者にとって、性的なものが、あから
さまに描かれれば、直ちに貸本業者大手のムーディによってその流通が阻止さ
れてしまう可能性が高かった事は周知の通りである。従ってこの時代において、
性的な描写は、常に暗示にとどめられる必要があった。その事を知る者にとっ
ては、上に引用された場面での、表面上は夫と徒弟との喧嘩を見守っているピ
ップの姉のこの興奮が、十分に性的な興奮を示唆するものとなっていることが
読み取れるであろう。騒ぎの後に訪れる、一種の死としてピップが感じる静寂
と沈黙は、性行為の終わりに経験される虚脱の感覚を表現しているのだろう。
性的な親密性と暴力が結びついたものとして考えているのは、一人ディケン
ズだけではない。ハヴィシャム夫人やクレナム夫人による究極の親密性の目撃
は、奇妙なほど、フロイト Freudが原光景と呼ぶものを目撃した幼児の状況
と酷似している。幼児が目撃したか、あるいは目撃したと思いこむ両親の性行
為が、幼児に及ぼす影響について、アロイトは治療の対象となった神経症の患
者にとっての原光景の意味を、次のように説明している。
もし、この患者が原光景の状況にさかのぼり、その中に深〈沈潜した
ならば、次のような自己認識を明らかにしたことだろう。すなわち「私
は、自分の目盤した出来事が何か暴力的な行為であること、しかしそ
れにしては自分が母親の顔に見た満足げな表情が蹄に落ちぬこと、な
どに、前々から気づいていたし、この出来事が何らかの満足に関係の
あることも知っていたらしいことを自覚した。そして両親の性交の観
察が自分にもたらした本質的に新しいことがらは、その可能性［中略］
如何を自分が以前から既に考えつめていたところの、去勢の実在［中
略］が確証されたことであった。」（「ある幼児期神経症の病歴よりJ
277-278) 
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去勢不安を確証させるもの、として幼児に感じられる性行為の中に存在した
暴力。この去勢不安にまつわる父から加えられるかも知れない暴力への不安は、
精神分析によれば、オナニーの禁止へと結びついていく。コーエンによって見
いだされた『大いなる遺産』の世界全体に広がっているように見える、このオ
ナニー不安の問題は、フロイトの考えている原光景の持つ暴力性を考慮に入れ
ることによって、作品の世界に偏在する暴力とセタシュアリティの関係を、よ
り鮮明に浮かび上がらせるように恩われる。手の問題は、単純なマスターベー
ションの忌避の問題に止まらず、より大きな、性の親密性が持っとディケンズ
やフロイトが考えていたらしい、暴力性との関係において理解されなければな
らない。すなわち、手は、ただマスターベーションのもたらす罪悪感と結びつ
いているだけでなく、マスターベーションに罪悪感を抱かせるような、究極に
おいて暴力と深く結びついたものとしてのセタシュアリティ全体を暗示する表
象として、この作品に存在しているという事である。
この作品の現実において、手はピップの姉が舞台の前面において示すように、暴
力を振るう器官として存在している。そして暴力はピップとハーパート Herbert、
ピップとオーリッ夕、オーリックとジョ一、ピップの姉とジョー、オーリック
とピップの姉、エステラの母と7 グウイッチの愛人等、ほぼすべての登場人物
の聞に、自ずと成立していくようにも見える親密な関係の基本的な要件でもあ
る。その暴力は、最終的には男女聞の究極の親密性というセクシュアリティの
中核に埋め込まれているものとして理解される必要がある。ほぽ40年後に7ロ
イトが、ディケンズと彼が共に属していた階級が抱いていたマスターベーショ
ンへの過度の不安という共通する懸念から同様に導き出した、性によって決定
づけられる人間像を、ディケンズは既に『大いなる遺産』において、先行して
描いているように見える。すなわちオナニーへの不安は、ピップが恒常的にさ
らされ、さらにオナェーへの罪悪感と共に経験していたもの、すなわちセクシ
ュアリティの中に、核として埋め込まれた暴力と結びつけて理解すべきものと
してディケンズは描いているように考えられるのである。
性行為。それはもちろん、当事者にとっては通常暴力ではないのだが、それ
を暴力と認識する者が存在する。それは、性的な親密性の持つ非日常性をうま
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く理解できない者たちである。丁度幼いピップが、死んだ父母の墓碑銘から、
現実の父母の姿を適切に想起できなかったように、目撃したものが、いったい
何を意味しているのかを理解できない時、本質とは関わりのない付随的だが理
解可能な部分が強調されて歪曲した像が結ぼれる。究極の親密性から、その本
質の理解という点で排除された者には、目の前のものを暴力としてしか理解で
きない。ブロイトが想定した原光景を目撃する幼児の目に、性的親密性が去勢
の証拠としての暴力と見えたように、ハグィシャム夫人が目撃したものも、夫
人には暴力としてしか理解できない。そのような暴力的親密性へと人を誘うも
のは、彼女自身の感情、彼女の心情なのである。感情が、ジャガーズらによっ
てオフィスから常に閉め出されることが要請されるのは、それが本質的に暴力
へとつながる危険性を秘めたものだからである。
ピップをめぐる身体的暴力の連鎖の問題とセクシュアリティの中に埋め込ま
れた暴力性は恐らくディケンスの中で結びつけて理解されていた。人聞の存在
が暴力とセクシュアリティとの因果関係によって説明される。ジョーの父母の
家庭に存在した暴力、ピップとピップの姉の父母の家庭に存在した暴力、これ
らの比較的単純で粗暴な、性的な意味合いをある程度脱硫された暴力は、より
性的な意味合いの強いハヴィシャム夫人の経験した強い親密感情にかかわる性
的親密性の中に存在した暴力と通底するものとして理解される必要がある。二
種類の暴力が、それぞれ異なった意味で人聞を生産する装置として機能する。
ハヴィシヤム夫人とエステラが女性であることは、エステラに対して行われ
る 種の性的器官の切除とも言えるような行為にも関わらず、フロイトの想定
する原光景が持つ去勢不安とのつながりを、無意味にさせ矛盾させるように恩
われるかも知れない。しかし、必ずしもディケンズの性的なものの理解とフロ
イトのそれとが、完全に一致することを期待する必要はない。何故ならディケ
ンズは、 7ロイトに 40年近く先行して、自分なりの現実への観察と知識から、
男女の関係の親密性に含まれる暴力性に気づき、それを描いたのであり、いわ
ば、フロイトの理論とディケンズの作品が似ているのは、共通して所属した文
化が共通して提供する情報に基づいているから、もしくは、フロイトがディケ
ンズを読むことを通して恐らく無意識的な影響を受けながら、セクシュアリテ
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イのあり方を描こうとしたために起こったと考えられるからである。ディケン
ズの描いたものは、彼の生きた時代の与えた情報に基づいた彼の意識が描いた
世界だった。ディケンズにとっては、ブロイトの場合と異なり、男女に関わら
ず少なくとも未熟である聞は理解できない暴力的なものが究極の親密性の中に
存在していた。女児の性行為の目撃の可能性について十分に注目することなく、
主に少年の経験に特化してセタシュアリティについて理論化していったフロイ
トの、少年優先の理論構築の方が、矛盾と偏見を抱えているとすら言って良い
のかも知れない。理論としての精神分析に先行して、身体的なセクシュアリテ
イと人の精神との結びつきを描こうとしたディケンズの意識の記録が、より合
理的に男女平等に性の親密性との接触が引き起しかねないものを表現している
のに過ぎない。ディケンズが想定したそのような精神的な暴力（目撃された暴
力）の影響が、まごうことなく書き込まれたオナニーへの不安同様、当時の科
学が浸透させた誤った知識に基づいて想像されたものに過ぎず、 40年ほどの年
齢差を持つ二人の 19世紀生まれの知識人が、その知識に基づいて現実を眺め
るに至った結果、ほぽ共通した現実の了解に至ったのだと考えることが可能で
ある。最初の一人は直感的にそれを小説において描き、二人目は同様の認識を
性に関する理論へと結晶化させる事になった。（註2)
ディケンズの作品においては、究極の親密性に近づこうとする者は、男でも
女でもその暴力に傷つく可能性にさらされる。逆に言えば、その暴力性に傷つか
ない為には、男女の関係は、そのような究極の親密性に近づくことなく、いわば
子供同士のような微温的な親密性に止まることになる。ウエミック We皿皿ick
とスキッフィンス Skiffms嬢、ハーパートとクララ Clara、ジョーとピディ
らの関係、さらに言えば『リトノレドリット』のアーサ｝とドリット Dorrit嬢
の関係が、成熟した男女の関係に至らない何か、を感じさせるのは、彼らの関
係が、身体的暴力をの危険はらんだ究極の性的親密性を免れた関係だからであ
る。
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3 メソデイズムと紳士
ここまで述べてきた、性的親密性の暴力性を目撃した人が傷つけられるとい
う点に較べ、セクシュアリティと、ピップとマグウイツチが共有する階級上昇
の欲望との結びつきについては、フロイト理論を生み出すこととなったオナニ
ー有害論とは別の、 19世紀に広く浸透していたと考えられるもう一つのイデオ
ロギーを考慮に入れなければ、理解しにくい面があるかも知れない。紳士にな
りたいとピップに願わせ、紳士を作りたいとマグウィッチに願わせたもの。そ
れは何だったのか。
ピップに金銭上の援助を与えて紳士としようとしたマグウィッチが考えてい
た紳士像それ自体は、比較的単純なものに過ぎない。彼にとって紳士とは、「紳
士のように金を使う spendhis皿oneylike a gentleman (307)Jことであり、
「外国語 Foreignlanguage (313）」の朗読が出来ることを意味していた。
マグウィッチが、エステラの侮蔑の持つ意味をピップのように厳密に理解でき
ていたかは疑わしい。しかし彼には、紳士を作りたいと願わせた強い理由とな
る経験が存在した。それは、紳士でない者として彼が受けた徹底的な差別であ
った。マグウィッチはコンベイソンの手先となって犯罪に荷担していたが、い
ざ逮捕されてみると階級に基づく偏見によって、手先に過ぎない彼が 14年、
主犯であるコンベイYンに7年という、釣り合いのとれない量刑を宣告される
(324）。マグウィッチは、紳士であるか否かを見定める視線の暴力を身をも
って経験したのである。しかも彼は、コンペイソンが紳士などでは決してない
ことを誰よりも良く知っていた。
7 グウィッチがピップという紳士を作ることで、間接的な復讐を果たそうと
するのは、彼の受けた暴力が、偏見という非身体的なものだったからである。
彼の身体に加えられたのは、ピップが姉から受け続けたような直接の身体的暴
力ではなく、その存在を計量し、値踏みし、その結果不公平な取り扱いをする
視線による暴力であり、それが彼にとっての「名付けられない痛みJを与えた
のだろうと推測される。 7グウィッチは、自分に加えられたこの視線の暴力に
対して、身体的な暴力で応答することの無意味さを理解していた。彼が復讐し
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なくてはならないのは、彼の存在を紳士でないが故に劣悪と評価する、その視
線の暴力に対してだったのである。
この上位の階級と下位の階級を差別する視線の暴力こそ、エステラからピッ
プの粗野な手に対して加えられ、ピップの心に「名付けられない痛み」を残し
たものだった。ピップは実のところ、名を告げられぬ支援者からの金を受け取
ってロンドンへと旅立つ以前の段階で、既にその事に気づいていた。紳士にな
りたいのはエステラ故だと認めるピップに対して、相談にのったピディは、そ
れはエステラを勝ち取るためか、それとも仕返しするためかと問いかける。
”Because if it is to spite her，＇’Biddy pursued，”I should think but 
you know best-that皿ightbe better and血 oreindependently done 
by caring nothing for her 、'1ords And if抗isto gain her over, I 
should出ink but you know best she was not worth gainmg 
over” 
Exactly what I myself had thought，血anyti且esExactly what was 
perfectly皿anifestto me 叫 themo皿entBut how could I, a poor 
dazed village lad, avoid that wonderful inconsistency into which 
the best and the wise叫 ofal men fall every day? (133) 
彼は、ピディが示唆するように、エステラが実際には勝ち取る価値のないも
のである事を理解していた。にも関わらずピップには、ヒーディが勧めるように
エステラという存在を無視する事は出来ない。ピップを紳士になることへ突き
動かしたのは、エステラ自体の魅力ではなくて、エステラが彼に与えた「名付
けられぬ痛みJの故であった。マグウィッチがそうされたように、自分を貫い
た、エステラが代表する中産階級からの下位の階層の存在である自分を値踏み
する視線の暴力に対して、ピップは反応しないではおれなかった。
上位の階級が下位の階級へと、痛みとして加えるこの侮蔑の視線という暴力
は、どのような思想的な根拠を持ち、そしてどのような意味で個人のセタシュ
アリティと結びついているのだろうか。何故その視線はピップの手を対象とし
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たのか。言い換えれば、紳士という特別な存在である事と、セクシュアリティ
はどのように結びついているのだろうか。私は、この作品に描き込まれたピッ
プを中心としたセクシュアリティの抑圧の問題は、ディケンズの憎んだ功利主
義の、いわば内面世界を作り上げたと言われているメ yデイズムとの結びつき
を見ることによって、説明が可能ではないかと考えている。性的なものと罪深
さを結びつけるイデオロギーをその中核に持つこの宗教について、トムソン
Thompsonは以下のように説明する。
Method1s回目per皿eatedwith teaching as to the sinfulness of 
sexuality, and as to the extreme sinfulness of the sexual organs 
These -and especially male sexual organs (since it became 
increasingly the convention that women could not feel the ’lust of 
the flesh') -were the visible fleshly citadels of Satan, the source of 
the perpetual temptation and of countless highly un皿ethodicaland 
(unless for deliberate and Godly procreation) unproductive 
impulses. (407) 
メyデイズムにおいて、性の罪深さが、このように強調されたことの背景に
は、時代の要請があった。工場システムによって機能する資本主義の世界が求
める新しい労働規律に合致した人聞が求められた。欲望を統御できる事が、望
ましい存在の必要条件と見なされる社会的な傾向がそこから生まれた。性的欲
望は、自然に備わった欲望を代表するものであり、同時に本質的に「非生産的
な衝動jと見なされた。新しい社会が求め評価する人間像は、この身体的な欲
望と、これまでとは異なった新しい時代にあった関係を取り結ぶことが出来る
存在だった。 「秩序だっていない非生産的な衝動jである性的欲望は、統御さ
れねばならないものとして認識されるようになった。そのような衝動を統御で
きる能力を備えた存在であることが、広〈社会から望ましいあり方として要請
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されたのである。メソデイズムは、 19世紀中産階級の求めるそのような功利主
義の要請を反映した教えを浸透させていく装置として機能した。トムYンはそ
れが功利主義を反映した時代の要請だったことを説明する。
We can now see the extraordinary correspondence between the 
virtues which Method1s血 inculcatedin the working class and the 
desiderata of middle-class Utilitarianism. Dr Ure indicatesもhe
point of junction, in his advice to the mill-owner ’to organize his 
血 oralmachinery on equally sound prmciples with his mechanical’ 
From this aspect, Methodis皿 wasthe desolate inner landscape of 
Utilitarianis皿 man era of町ansitionto the work-d祖国plmeof 
industrial cap1tahs血（401-402)
自発性の停止、喜びの欠如、性の罪深さの強調、これらは皆、新しく勃興し
つつあった資本主義社会が求めた新しい労働規律を生み出していく装置として
のメソデイズムという宗教の根幹に存在するものだった。当時の社会で圧倒的
な成功を収めつつあって、かつ社会のヘゲモニーを握りつつあった中産階級に
属する人々は、自分たちはそのような衝動を統御できる存在であるとする、あ
る種の選民意識を抱いていた。彼らは伝統的社会のそれと質的に異なった労働
規律を既に身につけていた。社会の求める新しいこのあり方に順応するために
不可欠とされたのは、いわば自然な身体的欲望を蔑視し、その断念を進んで受
け入れられる態度であった。自然な身体的な喜びを悪と感じ、罪深いものとし
て嫌悪する態度。メ yデイズムが、教え込んだのはそれであった。喜びが悪と、
苦痛が善と結びつけられた（409）。この、新しい規律を身につけた中産階級
の成功が、それに追随する事を望む労働者階級の一部に、そのような存在にな
るために自分の内部に欠けているものを強く意識させたのである。
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ピップが本来なるはずだった、鍛冶屋という仕事に代表されるような個別の
目標の達成と結びついた、より伝統的な労働のあり方と質的に異なった、いわ
ゆる工場システムが新しい時代の労働に求められていく。その新しい労働を可
能にさせる新しい規律。それを浸透させる仕組みとしてメソデイズムが中産階
級及びその階級に憧れる階級の人々の間に広まっていく。新しい労働規律は中
産階級の、つまり「紳士Jの存在理由と認識されるようになっていく。成功を
収め、社会で評価される中産階級が身につけた、それまでのものとは質的な差
異を獲得するに至った規律。その中心に存在するのは、欲望を断念できる力で
あった。その中でも最も重視されたのは、わかりやすくかっ、オナニー有害論
とも、ほぞをあわせるようにかみ合った、自然な身体の喜びである性の喜びの
否認だった。
この性に対しての新しい抑圧的な態度こそ、伝統的社会が持っていた性への
比較的緩やかな態度と根本的に異なるものであった。このような社会的経済的
な圧力の下に、性の抑圧を通して紳士という存在が形成されることになった。
ピップが自分の手が「粗野だJとエステラに言われた際に感じた差恥心は、社
会一般に広まりつつあった性に対しての、それまでの伝統的な社会が有してい
たセクシュアリティのあり方への、軽侮を伴った態度を反映したものだった。
セクシュアリティは、伝統社会においてそうだったような、穏やかな喜びゃあ
るいは抑撒の対象から、社会における人聞の存在を価値づける基準へと変貌し
つつあった。中産階級から他の階級に向けられた暴力的な侮蔑の視線が見つめ
ていたのは、性器玩弄に代表されるような伝統的な社会が持っていた性に対し
ての無自覚的な親和性だった。ピップがエステラから手の粗野さを批判された
時感じたのは、社会がそのヒエラノレキーを作り上げていく際に劣等者に対して
むける視線であった。 19世紀英国において紳士になる事は、性の欲望の断念と
深く結びついたものだったのである。
エステラからピップに加えられたこの非身体的な暴力は、実際に彼がそうで
あるものとは異なったものになりたい、という動機付けとして小説の大きな原
動力となっている。こうしてピップは、ハヴィシヤム夫人から発してエステラ
を経由した感情に関わる暴力と、 7グウイツチが経験した中産階級から下位の
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階級への偏見の視線という二重の非身体的な暴力を経て、疑似紳士へと変貌し
ていくことになる。ピップの手に対してそれを「粗野だ」とエステラに呼ばせ
る力は、マグウィッチにコンペイYンよりも重い罪を負わせる社会のカと同心
円を描きながら、中産階級と下層階級の差異を生み出すものについて、それが
身体的なものへの態度と結びついている事を思い知らせる。手は、その持ち主
の欲望との関わり方を、問わず語りに告げるものなのだ。
註（1)
もちろん小説内の現実を表面的に見る限り、ハヴイシャム夫人はコンペイソ
ンから、ただ捨てられたのであって、クレナム夫人の場合のように、誰か別の
女性との聞の性的親密性を直接目撃する場面があったとは、明確には描かれて
はいない。しかし、小説の構造から言えば、そのように読み解くことが当然の
事として要請されているようにも思われる。
というのは、何故コンペイYンはハヴィシヤム夫人と結婚してすべての財産
をとらなかったのかというピップの聞いに対して、ハーパートが自らの推測と
して与える答え（「もう既に彼は結婚していたのかも知れない。Hemay have been 
married already (178）」）から読み手が考慮すべき事情が存在するように思われ
るからである。そもそもコンベイYンがリアリズムの悪漢であれば、疑いなく
ハヴィシャム夫人と結婚し、当時の法律に従って夫人の財産すべてを、わがも
のとしなかったはずはないからである（ピップはその意味で、読み手が当然抱
く疑問を口にしているに過ぎない）。コンペイソンの強欲を考慮に入れれば、
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結婚が行われなかった理由は一つしか考えられない。それは後に7グウィッチ
の証言で明らかになる、コンベイソンに蹴られている妻（321）の存在である。
小説は、読み手の手を取るよう親切には事実の因果関係を教えてくれないが、
7グウィッチが目撃した、殴られている妻が、コンペイYンとアーサーがハグ
イシヤム夫人を賭した時点で既に存在していたと考えないと、コンベイソンの
強欲さと事実の展開が矛盾をきたしている事になる。結婚式の当日に夫人が読
んだとされる、コンペイソンから届いた手紙の内容は、妻の存在を告白するも
のだったと考えられるのである。
註（2)
少なくともブーコーが教える 19世紀当時のセクシュアリティをめぐる状況
を勘案するならば、ディケンズやフロイトが共有していたオナニーへの不安は、
決して地域的にも時間的な意味でも人間存在全体に普遍的なものなどではなか
った事が分かる。それはいわば、 19世紀ヨーロッパ・ローカノレの知識の共有に
基づいたものだった。フロイトの理論が、全面的に現実の性生活への観察や診
療体験から導き出されたものではなく、その当時広く信じられていたこのイデ
オロギーが前提となったものだった事を認識し、その理論としての有効性を、
一定の留保を持って受け止める必要がある。もちろん、当時抑圧はなかったと
いうフーコーの言葉は、抑圧を過剰に当然視する定着した見方を言わば煽るた
めの逆方向に向かつての反動に過ぎない。オナニー有害論という誤った情報に
基づいた不安から、 19世紀において、性がかまびすしく語られ、結果としてそ
の議論自体が実体性を帯び、性への抑圧が実際に社会に生まれていたと考えら
れる。問題は、その中心にあったものが、それに反論することすら不要なほ
どに誤ったものであることが明白なイデオロギーに過ぎなかったという点で
ある。
フーコーが明らかにしたように、 19世紀において、オナニーが害悪をもたら
すものとして医学という新しい権威によって繰り返し発信された結果、その言
説を信じた特に知的階層に属する人々が、自らの持つ中産階級全体への影響力
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を行使しながら、オナニーへの不安を浸透させていった。 7ーコーは、核家族
という形態そのものが、オナニーを監視する装置として生み出されたものだっ
たと言う。中産階級の核家族を作り上げるに至ったこの、根拠のないものであ
ることが判明した不安が、フロイトの構築した人間像の隠れた起源として存在
している事に十分な顧慮を払わない精神分析批評は、有効な批評性を失ってい
ることに気づくべきである。
フロイトにとって、その理論構築の上で、オナニー有害論がどれほど重要か
っ不可欠な意味を持つものだったかは、次に見る引用に明らかであるように恩
われる。
なぜなら、すべての重症の神経症においては、幼年期および思春期の自
慰行為の影響が必ず見られるからであり、これをみずから抑止しようと
する努力と、父親にたいする恐怖との聞の関係は、あまりにも周知の事
実であるので、ここではただそれに触れておくだけにする。（「ドストエ
アスキーと父親殺し」（430)
オナニーの害悪。この当時広く共有された誤った想定を元に、フロイトは神
経症の原因としてオナニーを想定し、それに基づいてセクシュアリティによっ
て構築された人間像を作り上げた。自らの子供がオナエーをしないかと不安を
抱き、監視し、そのセクシュアリティの核として注目しているのは、特定の時
代の、特定の階級の人々に過ぎなかったことは繰り返す必要もない事実である。
フロイト理論全体が 19世紀に固有のオナニー害悪説によって生じたものであ
り、ディケンズがこの作品で描いているオナニー不安は、その先行例であるこ
とを確認したい。
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